
日
本
は
ダ
ン
ト
ツ
の
３
８
％
、
ア

メ
リ
カ
２
８
％
、
中
国
９
％
、
イ

ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
８

％
、
ド
イ
ツ
７
％
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
数
字
は
ト
ラ
ン
プ

を
生
み
出
す
だ
け
あ
っ
て
な
る
ほ

ど
と
思
う
が
、
日
本
は
と
に
か
く

驚
き
だ
。
日
本
社
会
の
変
質
を
探

る
材
料
だ
。

今
年
の
退
教
ツ
ア
ー
で
岡
山
に

行
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
と

と
も
に
朝
日
訴
訟
資
料
館
が
メ
イ

ン
だ
っ
た
。
結
核
患
者
の
朝
日
茂

さ
ん
が
、
生
活
保
護
費
は
生
存
権

を
規
定
し
た
憲
法
２
５
条
に
違
反

し
て
い
る
と
裁
判
に
訴
え
た
。

貧
し
い
時
代
ゆ
え
の
中
傷
も
あ

っ
た
。
だ
が
朝
日
裁
判
は
「
人
間

裁
判
」
と
し
て
全
国
の
労
働
組
合

・
民
主
団
体
・
学
生
自
治
会
が
団

結
し
て
「
国
民
大
行
進
」
ま
で
し

て
支
援
し
た
。
世
論
も
マ
ス
コ
ミ

も
暖
か
か
っ
た
。

今
は
、
安
倍
・
維
新
政
治
の
下
、

生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
は
恥
ず
か

し
げ
も
な
く
語
ら
れ
る
。

自
己
責
任
・不
寛
容
社
会
を

見
つ
め
よ
う

山
上
俊
夫
（
北
野
定
）

松
坂
慶
子
が
マ
ド
ン
ナ
の
「
男

は
つ
ら
い
よ
」
４
６
作
「
寅
次
郎

の
縁
談
」
の
解
説
で
俵
万
智
が
歌

を
披
露
し
た
。

「
自
己
責
任
、
非
正
規
雇
用
、

生
産
性

寅
さ
ん
だ
っ
た
ら

何
て
い
う
か
な
」

お
そ
ら
く
寅
さ
ん
は
「
馬
鹿
に

し
ち
ゃ
い
け
ね
え
よ
」
と
腹
に
落

ち
る
話
を
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い

な
い
。

国
連
が
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
を

発
表
し
た
。
各
国
民
が
ど
れ
く
ら

い
幸
せ
と
感
じ
て
い
る
か
の
調
査

を
土
台
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
平
均
余
命
、

寛
大
さ
、
社
会
的
支
援
、
自
由
度
、

自
己
責
任
、
不
寛
容
の
風
潮
は
、

イ
ラ
ク
戦
争
中
の
２
０
０
４
年
、

高
遠
さ
ん
ら
の
人
質
事
件
へ
の
自

己
責
任
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
れ
に
新
自
由
主
義
が
結

合
し
、
努
力
し
た
も
の
が
報
わ
れ

る
社
会
が
喧
伝
さ
れ
た
。
税
制
「
改

革
」
の
結
果
、
大
企
業
富
裕
者
が

肥
え
太
り
、
格
差
社
会
が
確
立
し

た
。こ

ん
ど
の
参
院
選
で
、
大
企
業

富
裕
層
に
課
税
を
強
化
し
て
財
源

を
生
み
出
す
政
策
が
太
く
語
ら
れ

た
。
財
源
論
に
こ
そ
、
社
会
の
見

方
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
世
論
を
結

集
す
る
こ
と
が
、
２
０
０
４
年
来

の
自
己
責
任
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
打

ち
破
る
道
に
つ
な
が
る
。

日
本
社
会
は
自
分
を
鏡
に
映
し

た
が
る
。
昨
今
は
自
画
像
を
肥
大

化
さ
せ
て
い
る
。
寅
さ
ん
の
時
代

と
は
違
う
変
質
し
た
自
画
像
を
見

つ
め
る
必
要
が
あ
る
。

寺西文夫（長野）
今年の五月の総会で新幹事になった寺西です。参議院選挙では安倍首相の街頭

演説でのヤジを言ったものを強制排除する警察の対応や吉本新喜劇を利用した宣

伝など目の余るものがあり、マスコミの批判の弱さにも民主主義の危機を感じま

した。

定年退職後、再任用も終えて今は普段は家事全般をしています。若い時から趣

味の旅行は今は好きな時に行けるので、今年は二月にモルディブでサメやマンタ

と泳ぐシュノーケリングや体験ダイビングを楽しみ、四月にはチュニジアで古代

遺跡やサハラ砂漠でラクダに乗り、六月には JAL のマイルを使って沖縄に行き戦
跡やグスクを回り、ここでもシュノーケリングをし、久米島にも渡りました。

八月には夫婦で静岡で働いている息子に会うついでに、富士山を巡る旅をしま

した。静岡の日本平や三保松原では富士山は見えませんでしたが、河口湖ではは

っきり見えました。その後、バスで富士山五合目に行き、東京でもスカイツリー

に上りましたが、残念ながら富士山は見えませんでした。

旅行の記録はインターネットの「フォートラベル」という旅行サイトで「旅四

郎」という名前で写真ブログ書いてアップしています。また、上方落語に出てく

る大阪市内の土地を噺とあわせて歴史地理的に考えていく「上

方落語の聖地を巡る」というホームページも開設しています。

興味があったら覗いてみてください。

自分の好きなことや、やりたいことがいろいろあって多く

の時間を使っているので、府高退教の活動にはあまり役に立

たないかもしれませんが、自分のできる範囲で頑張りたいと

思っていますので、よろしくお願いします。

永野孝徳（城東工科）
今回、幹事になりました永野です。よろしくお願いします。

退職して１年半が過ぎました。退職時に比べて体調も良くなってきました。

平日はボランティアであまり空いた日がないので、どれだけ退教運動に協力でき

るか分かりませんが頑張っていきたいと思います。

最近会員が増えていないと聞きました。退職した友人と話をすると、「退教と

いえば組合の偉いさんの集まりのようで敷居が高い」と言っていました。私は組

合本部にいて、退教のとりくみを見てきましたが、偉いさんの集まりでも敷居が

高いと思うこともなかったです。しかし、傍目ではそう見えるのかなと思うよう

にもなりました。幹事としてたくさんの方が「参加したい」と思う企画なども提

案できたらと思いますし、退教に入っていない友人に加入の呼びかけをしていき

たいと思います。

また、府高教本部の役員が大変若返っています。これまで、組合員拡大は退職

者が多かったため、増やしてもトータルとして組合員減が目立ちました。実際、

専従者の数も大幅に減っています。しかし、来年から退職する組合員が減るため、

増やせばそのまま実増になるそうです。府高教運動に展望が開ける感じです。

少人数で組合本部を支えるのは大変です。退職者として実務など協力できるこ

とがあれば積極的に協力していこうと思います。

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
一
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信

腐
敗
度
な
ど
の
要
素
を
加
え
て
出

し
て
い
る
。

日
本
は
調
査
が
始
ま
っ
た
２
０

１
６
年
の
４
６
位
か
ら
年
々
順
位

を
下
げ
、
堂
々
の
、
い
や
驚
愕
の

５
８
位
だ
。

上
位
は
誰
も
が
予
想
す
る
北
欧

諸
国
。
Ｇ
７
の
国
は
い
ず
れ
も
日

本
よ
り
上
。
Ｇ
２
０
で
日
本
よ
り

下
は
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
だ
。
韓
国
は
日
本
よ
り
上

で
、
「
国
連
な
ん
か
信
用
で
き
ん
」

と
わ
め
く
人
が
出
て
い
る
。

少
し
古
い
が
２
０
０
７
年
に
ア

メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ
サ
ー
チ
研
究

所
が
４
７
ヵ
国
で
調
査
し
た
も
の

が
あ
る
。

「
自
力
で
生
活
で
き
な
い
人
を

政
府
が
助
け
て
あ
げ
る
必
要
は
な

い
」
と
い
う
問
い
へ
の
賛
成
が
、
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【
９
月
】

日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

2

13

30

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

2

14

00

※
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会
の

月
度
例
会
は

回

9

2

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

9

14

00

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
（
中
止
）

日(

金)
:

三
〇
〇
〇
万
署
名
上
六
宣
伝

13

12

00

日(

金)
:

第
２
９
４
回
幹
事
会

７
０
５
室

13

14

00

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

20

14

00

日(

水)
:

第
６
０
回
囲
碁
大
会

７
０
５
室

25

13

00

【

月
】

10
日(

金)
:

三
〇
〇
〇
万
署
名
上
六
宣
伝

11

12

00

日(

金)
:

第
２
９
５
回
幹
事
会

７
０
５
室

11

14

00

日(

月)
:

秋
の
退
教
「
女
性
サ
ロ
ン
」

大
正
駅

21

10

00

J
R

集
合

大
正
の
渡
し
（
案
内
は
森
田
さ
ん
）

当
面
の
日
程

梅
本
哲
朗
（
勝
山
）
さ
ん

こ
の
四
月
ま
で
退
教
役
員

だ
っ
た
梅
本
哲
朗
さ
ん
が
七

月
五
日
呼
吸
器
不
全
の
た
め

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
六
月

に
感
染
症
で
入
院
、
一
度
は

回
復
し
て
退
院
の
矢
先
に
新

た
な
感
染
症
で
突
如
意
識
を

失
い
、
最
期
は
眠
る
よ
う
な

安
ら
か
さ
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
享
年
八
六
歳
で
し
た
。

梅
本
さ
ん
は
勝
山
高
校
校

長
で
退
職
、
長
年
に
わ
た
っ

て
副
会
長
な
ど
の
役
職
を
歴

任
、
元
管
理
職
と
し
て
す
べ

て
の
教
職
員
に
開
か
れ
た
退

教
運
動
の
先
頭
に
た
っ
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
安

倍
第
一
次
内
閣
時
の
教
育
基
本

法
改
悪
、
橋
下
維
新
政
治
の
相

次
ぐ
教
育
破
壊
攻
撃
に
対
し
て

教
育
を
守
る
オ
ー
ル
教
職
員
運

動
の
構
築
に
牽
引
車
的
役
割
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
上
六
交
差

点
で
教
育
基
本
法
改
悪
の
危
険

を
諄
々
と
説
く
梅
本
さ
ん
の
凛

と
し
た
姿
は
今
も
多
く
の
人
々

の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
囲
碁
高
段
者
と
し
て
退
教

囲
碁
サ
ロ
ン
・
囲
碁
大
会
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
広
瀬

晃
）

ア
フ
リ
カ
、
マ
ラ
ウ
ィ
の
旅

（
そ
の
四
）

勝
間

眞
（
山
本
）

マ
ラ
ウ
ィ
の
学
校
を
見

学
す
る
。
こ
の
国
の
教
育

制
度
は
、
ま
ず
８
年
制
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

（
小
学
校
）
が
あ
り
、
こ

れ
を
卒
業
す
る
と

年
制

4

の
セ
コ
ン
ド
リ
ー
ス
ク
ー

ル
（
中
高
学
校
）
へ
進
学

で
き
る
。
セ
コ
ン
ド
リ
ー

は
日
本
で
言
う
と
中
学
３

年
と
高
校
を
合
わ
せ
た
学

校
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

上
に

年
制
の
大
学
や
専

4

門
学
校
が
あ
る
。
大
学

は
、
総
合
大
学
の
マ
ラ
ウ

ィ
大
学
と
教
育
系
の
ム
ズ

ズ
大
学
の
二
つ
し
か
な

く
、
相
当
の
難
関
で
授
業

料
も
高
く
、
大
学
進
学
で

き
る
の
は
小
学
生
一
〇
〇

人
に
一
人
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
国
で
は
大
学
生

は
か
な
り
の
恵
ま
れ
た
エ

リ
ー
ト
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
は
無
償

の
義
務
教
育
が
た
て
ま
え

で
あ
る
が
、
経
済
的
事
情

や
家
の
仕
事
な
ど
で
全
員

卒
業
で
き
る
わ
け
で
は
な

・
化
学
・
生
物
な
ど
を
全
て
英

語
で
授
業
す
る
。
担
当
し
て
い

る
授
業
時
数
は
週

時
間
で
、

18

英
語
授
業
の
準
備
は
と
て
も
大

変
で
時
間
も
か
か
る
。
現
地
の

教
員
も
ほ
ぼ
週
⒛
時
間
前
後
の

授
業
時
数
で
、
学
校
に
よ
っ
て

は
そ
れ
以
上
に
な
る
場
合
も
あ

る
。私

た
ち
は
そ
れ
以
前
に
、
マ

ラ
ウ
ィ
湖
近
く
の
リ
ス
ン
ビ
ュ

ー
＝
セ
コ
ン
ド
リ
ー
を
見
学
し

て
い
た
。
こ
の
学
校
に
も
ジ
ャ

イ
カ
隊
員
が
何
名
か
派
遣
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
学
校
は
約

％
60

の
大
学
進
学
率
を
ほ
こ
る
超
進

学
校
で
あ
り
、
授
業
の
様
子
を

見
る
だ
け
で
も
生
徒
の
高
い
学

習
意
欲
が
十
分
に
感
じ
取
れ

る
。
こ
こ
で
理
科
を
教
え
て
い

る
ジ
ャ
イ
カ
隊
員
は
週

時
間

24

の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
学
校
は
全
寮
制
で
男

子
寮
・
女
子
寮
が
あ
る
が
、
男

女
交
際
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
男
女
交
際
の
結

果
お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、
も
と

も
と
少
な
い
女
子
生
徒
が
修
学

不
能
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
が

か
な
り
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
学
校
の
設
備
は
マ
ラ
ウ
ィ
で

は
か
な
り
マ
シ
で
あ
る
。
校
舎

は
他
の
学
校
と
同
程
度
で
あ
る

が
、
以
前
の
府
立
高
校
の
よ
う

な
鉄
パ
イ
プ
連
結
式
の
机
・
イ

ス
が
全
員
分
備
わ
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
驚
異
的
な
こ
と
な
の
で

あ
る
。
ま
た
図
書
室
も
あ
っ
て

司
書
の
先
生
も
い
て
教
科
書
等

を
閲
覧
で
き
る
。
こ
の
国
で
は

生
徒
全
員
が
教
科
書
を
持
っ
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ

る
。

い
。
特
に
女
子
は
困
難
で

あ
る
。
ま
た
第
４
学
年
か

ら

英

語

の

授

業

が

始

ま

る
。
英
語
は
旧
宗
主
国
イ

ギ
リ
ス
の
言
語
で
あ
る
。

現
地
語
は
、
英
語
と
と
も

に
公
用
語
と
な
っ
て
い
る

ケ
チ
ャ
語
を
は
じ
め
約
40

の
言
語
が
各
地
で
使
わ
れ

て
い
る
が
、
現
地
語
で
は

高
度
な
学
問
は
困
難
で
あ

る
。
だ
か
ら
中
等
教
育
以

上
は
教
科
書
も
英
語
で
、

授
業
も
全
て
英
語
で
行
わ

れ
る
。
一
定
程
度
英
語
を

マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
卒
業
試

験
も
合
格
で
き
ず
、
従
っ

て
上
の
学
校
に
進
学
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

日
常
生
活
か
ら
高
度
な
学

問
ま
で
母
国
語
で
で
き
る

国
民
は
世
界
的
に
見
る
と

む

し

ろ

少

数

な

の

で

あ

る
。我

が
甥
は
、
ム
セ
チ
ェ

＝
セ
コ
ン
ド
リ
ー
で
理
科

を
担
当
し
て
い
る
。
物
理
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女性サロンご案内 (森田敏彦さんガイド)

戦争と沖縄に思いを寄せる小さな旅

大正区で渡し船に乗って、沖縄料理を楽しもう

１０月２１日（月）小雨決行

ＪＲ環状線「大正駅」

10時集合

大阪市内には今も8か所で市営の渡し船が運行され、市民の貴重な足となっています。

そのうち7か所は大正区にあります。

大正区はまた、近代の歴史のなかで多数の沖縄県民が出稼ぎなどで移住したところです。

沖縄の人びとは職業や住居で差別され苦難な生活を強いられました。

そのうえ、アジア・太平洋戦争末期の連合軍の空襲で大正区は大きな被害を受けました。

そこで、今回、渡し船に乗って、川とともにある暮らしを体験しながら、沖縄のこと、

戦争のことに思いを寄せるミニツアーを企画しました。昼は沖縄そばなどをいただきま

す。男性も大歓迎です。皆さんふるってご参加ください。
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